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編集後記 
昨年度の総合研究の成果、ポーランド・チェコ特集号の第一号をお届けします。 
今回ご寄稿いただいた園山千里先生は、ポーランドで最古の 1364 年に創設されたクラクフ、
ヤギェロン大学日本学科において、古典文学と日本語の教鞭を取っておられる。園山先生には、
ワルシャワ大学のナブロツカ先生をご紹介いただいた他、事前に様々な情報をおうかがいし、
大変お世話になった。 
石川達夫論文は、17 世紀以降のチェコのプラハにおけるバロック芸術の受容と特徴的なバ
ロックの生成の要因を多角的に論じ、往時のプラハに読者をいざなってくれる。カトリックと
プロテスタントが不可分の、複雑で屈折したチェコ社会において、「記憶と責任」「忍耐と自制」
に特徴づけられたバロックが、ゴシックのキャンバスと調和を保っているさまが、配された写
真をとおして魅了する。 
園山千里論文は、学生の高い日本学熱、日本学科の様子、ご担当科目の紹介、そして海外で
の日本文学研究者の使命について述べている。近くなった外国、狭くなった世界において日本
の文学・文化を伝える役割、その中で古典が果たす意義について、ご経験に培われたお考えに
接した。 
西口拓子論文は、グリム童話「ヘンゼルとグレーテル」の残虐性を、諸本に照らして検討し
た興味深い内容である。「グレーテルが魔女をパン焼き窯に押し込んで焼き殺した」記述と挿絵
は、アウシュビッツを連想させ、ナチスの蛮行の温床として社会問題になった。ドイツ語版と
英語版の諸本の詳細な検討については本文で堪能されたい。それでも物語は、時代の位相を尻
目に、時空を超えて不思議の世界に読者を連れて行ってしまう。 
山本充論文は、市場経済化に伴う中欧の都市システムの変容を検討している。海外からの投
資は首都とその周辺に集中して格差が拡大し、地価の高騰により都市内機能分化が進行してい
る。都市間結合がドイツやオーストリアとの東西方向にとどまり、ヴィシェグラード諸国が
「ヨーロッパのバナナ」軸に組み込まれてきたことを示す。計画経済が欠点を内包しつつも資
本の論理に対抗したことを懐かしく思い出した。 
総合研究調査の旅程の概要については、特集号の第二号において掲載する。 
 （正照良念） 
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